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訳
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歳
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訳

内
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【手段（事業内容・どのようなことを行うのか）】

【事業開始のきっかけや他市の状況など】【めざす姿（意図・どのような状態になるのか）】

事業期間

事業の区分

目項
根拠法令

総合計画実施計画策定及び行政評価シート

款
会計

事務事業名

総合計画体系

要求区分
予 算 科 目

■事業費

財
国　 　庫　 　支　 　出　 　金

対象年度

事業

担当課係等

【対象（だれに対して・何に対して行うのか）】

【事業をとりまく環境の変化】

考

備

予算事業名

500
1,339
8,000

R04年度

9,839

0

0

0

8,001

1,838

9,839

500
7,270
6,000

R05年度

          39.95

13,770

0

0

0

6,001

7,769

13,770
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新型コロナウイルス感染症の影響により、受注の減少、消費の減退に
より売上高や利益率が大幅に減少している。よって、資金繰りが厳し
くなっており、公的低利な資金融資への期待が非常に高くなっている
。
令和４年度よりあっせん条例に基づき融資あっせんを受ける中小企業
の保証料全額を補給することとした。

①結城商工会議所に対し業務委託する。②
 条例に基づき、審査委員会を開催し審査を
行い、資金のあっせんを行う。③保証料の
 補給を行う。④市内金融機関へ預託を行い
、低金利融資を実現させる。⑤中小企業が
 返済不能となった場合、補償を行う。

【令和 6年度　事業内容】
①結城商工会議所に対し業務委託する。②
 条例に基づき、審査委員会を開催し審査を
行い、資金のあっせんを行う。③保証料の
 補給を行う。④市内金融機関へ預託を行い
、低金利融資を実現させる。⑤中小企業が
 返済不能となった場合、補償を行う。

【令和 7年度　事業内容】
①結城商工会議所に対し業務委託する。②
 条例に基づき、審査委員会を開催し審査を
行い、資金のあっせんを行う。③保証料の
 補給を行う。④市内金融機関へ預託を行い
、低金利融資を実現させる。⑤中小企業が
 返済不能となった場合、補償を行う。

【令和 8年度　事業内容】

①結城商工会議所に対し業務委託を行い、中小企業者と資金に関する
相談・指導を行い、調査する。
②結城市中小企業資金融資あっせん条例に基づき、審査委員会を開催
し審査を行い、資金のあっせんを行う。
③融資あっせんが認められた中小企業者に対し、保証料の補給を行う
。
④市内金融機関に対し、融資資源の一部として預託を行い、低金利融
資を実現させ、中小企業の経営を支援する。
⑤中小企業が返済不能となった場合の補償として、保証協会と損失補
償寄託契約を締結する。

中小企業資金融資対策事業

金額 ( 千円 ) 金額 ( 千円 )

市内中小企業者

1102

中小企業資金融資対策事業費

主要事業

01
07

継続　（昭和50年度～　　  年度）

結城市中小企業事業資金融資あっせん条例

 等

中小企業資金融資あっせんについては、県内すべての市町村が保証協
会と契約し実施している。

01

市内中小企業の事業資金の円滑な調達により、経営の安定を図ること
によって、地域経済の活性化を図る。

03

令和 6年度

12 委託料
18 負担金補助及び交付金
20 貸付金

歴史と自然を育み　にぎわいと活力ある産業を目指そう

活力と創造力を育む商工業の振興

活力ある地域産業の振興 商工観光課

商工振興係

経常経費



種類

■指標

活動

指標

指　標　名 単　位

目標

目標

目標

指標

成果

目標

実績

実績

実績

実績

■事業評価

■方向性

２次評価（２次評価者として判断した今後の事務事業の方向性（改革・改善策））

１次評価（１次評価者として判断した今後の事務事業の方向性（改革・改善策））

R04年度 R05年度 R06年度

       5.00        0.00        0.00

       0.00        0.00        0.00

金融審査会を開催し審査を行う。
      50.00       50.00       50.00

       0.00        0.00        0.00

あっせん件数（審査件数）

□拡充（人・モノ・カネ等の拡充）　■改善改革しながら継続　□現状のまま継続（改善・改革なし）　□統合・新規事業への展開
□縮小　□休止　□廃止・終了　□予定どおりの要求　□一部改善の上要求　□今回は見送り　□その他の処置

中小企業等に対し、４年度より信用保証料の全額を負担しているが、まだまだ厳しい状況にあることから、必要である。

□拡充（人・モノ・カネ等の拡充）　□改善改革しながら継続　□現状のまま継続（改善・改革なし）　□統合・新規事業への展開
□縮小　□休止　□廃止・終了　□予定どおりの要求　□一部改善の上要求　□今回は見送り　□その他の処置

上記評価のとおり

件

Ａ 必要性は高い

Ａ 妥当である

方向性の具体的内容

企画調整会議の意見・考え方（１次評価者と同じ場合も記入）

Ａ 妥当である

Ｂ どちらとも言えない

Ａ 偏りは見られない

Ｂ どちらとも言えない

Ａ 順調である

必要性

妥当性

効率性

公平性

有効性

進捗度

総合評価

対応策提言等

中小企業の経営安定化を図るため必要性は高い。

国・県の制度に準拠する形で条例も定めている。

金融審査会での審議を経て融資が決定される。

審査案件の件数により、事務量が変化する。

市内の中小企業が対象である。

融資後すぐに事業成果が反映されるものではない。

審議案件があれば月毎に審議会を開催する。

中小企業等に対し、融資あっせんの支援や信用保証協会融資保証料の全額補助を実施することにより、経営の安定化や合理化を促進し
、健全な発展に資する大変有効な施策となっている。
社会情勢の影響を大きく受けるため、業種により中小企業等の資金繰りは依然として厳しい局面にある。

今後も社会情勢・中小企業者等のニーズを的確に把握し、信用保証協会及び市内金融機関との連携を密にして利用しやすい制度として
いく。
近年においては、新型コロナウイルス感染症により中小企業信用保険法に基づく融資支援策が事業者にとって有利な条件であることか
ら、その制度を用いた資金調達が主となっている。

事業の必要性

実施主体の妥当
性

手段の妥当性

コストの効率性
・人員効率

受益者の偏り

成果向上の余地

事業の進捗

上記評価を踏まえて事業全体について評価し、問題点・課題等を指摘してください

この事業を今後どのように改善・改革をしていきますか

  60,000.00        0.00        0.00

       0.00        0.00        0.00

審査後、中小企業者が本申請し融資実行する。
 300,000.00  300,000.00  300,000.00

       0.00        0.00        0.00

融資実行件数（当年度分） 千円

令和 4年度行政評価シート


